
・救
急
車
適
正
利
用
の
広
報
活
動

・応
急
手
当
の
実
技
指
導

・救
急
車
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

・消
防
音
楽
隊
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・チ
ー
バ
く
ん
と
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん

が
出
演
し
ま
す
！

 
日 
時  
９
月
５
日（
土
）11
時
〜
13
時

 

場 
所  
ベ
イ
シ
ア
佐
倉
店

消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

み
ん
な
で
つ
く
ろ
うBystanderC

PR

の

で
き
る
街
／
適
マ
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
／

催
し
を
開
催
す
る
方
へ…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

自
然
災
害
に
備
え
よ
う
／
指
揮
隊
の
仕
事
っ
て
／

確
認
し
て
お
こ
う
／
災
害
発
生
状
況…

…
…
…
…
…
…
…

３

消
防
協
力
者
表
彰
／
組
合
議
会
議
員
改
選
／
救
助
大
会
／

酒
々
井
消
防
署
庁
舎
改
修
竣
工
／

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
／

音
楽
隊
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４

「
１１９
番
回
線
」は
、火
災
や
交

通
事
故
等
の
ケ
ガ
や
、急
病
な

ど
緊
急
時
の
た
め
の｢

緊
急
専

用
回
線｣

に
な
り
ま
す
の
で
、緊

急
時
以
外
の
病
院
照
会
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

消
防
組
合
で
は
、管
内
及
び

近
隣
の
受
診
が
可
能
と
思
わ
れ

る
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
が
、受
け
入
れ
状

況
が
急
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、直
接
医
療
機
関
に

連
絡
し
確
認
の
う
え
、受
診
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
病
院
照
会
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
指
揮
指
令
課

０
４
３（
４
８
１
）１
１
６
０

平
成
27
年
６
月
２
日（
火
）、

千
葉
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、

第
４０
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

大
会
は
県
内
消
防
本
部（
３０
消

防
本
部
184
チ
ー
ム
554
名
）の
救

助
隊
員
が
一
堂
に
集
い
、救
助
技

術
の
安
全
性・確
実
性・迅
速
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、７
種
目
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。当
消
防
組
合
か
ら
も
５
種

目
２７
名
の
隊
員
が
出
場
し
、日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
好

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

２
人
１
組
で
、登
は
ん
者
が

地
上
高
１５
メ
ー
ト
ル
の
到
達
地

点
ま
で
、器
具
を
使
わ
ず
に
補

助
者
の
協
力
を
得
て
ロ
ー
プ
の

み
で
登
り
、安
全
確
実
性
と
タ
イ

ム
を
評
価
し
ま
す
。

第
２
位

小
松
政
明　
石
川
瑛
一

第
４
位

高
森
康
寿　
海
後
和
也

千
葉
県
の
消
防
音
楽
隊

が
一
堂
に
集
い
、演
奏
を
行

う
千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

消
防
組
合
音
楽
隊
は
、八

千
代
市
消
防
本
部
、成
田
市

消
防
本
部
と
と
も
に
演
奏

し
ま
す
。

昨
年
は
八
千
代
市
民
会

館
で
行
わ
れ
、約
１
，３
０

０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
市
川
市
で
音
楽

隊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

〈
日
時
〉

平
成
27
年
10
月
24
日（
土
）

12
時
15
分 

開
場

12
時
45
分 

開
演

〈
場
所
〉

市
川
市
文
化
会
館

（
市
川
市
大
和
田
１-

１-

５
）

入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

平
成
26
年
７
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
し
た
酒
々
井
消
防
署
庁
舎

耐
震
改
修
及
び
増
改
築
工
事
が

竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、ご
不
便
、ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

今
後
も
、地
域
住
民
の
安
心・

安
全
を
第
一
に
考
え
、防
災
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
十
分
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

救急車適正利用のお願い
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1

消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

このページの救助隊のしゃしんのところにいるよ！わかったかな?

平成２６年度情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況
情報公開制度

＊ 請求された公文書の主な内容…防火対象物、危険物施設、火災調査書類及び救急に関する文書など
＊ 情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況

請求件数実施機関名

18
0
0
18

公文書件数
全部開示 部分開示 不開示

（不存在など） 却下 取下げ

決　定　内　容　な　ど

18
0
0
 18 

2
0
0
2 

16
0
0
16 

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

増
え
続
け
る
救
急
需
要

救
急
車
を
上
手
に
使
お
う

病
院
照
会
に
つ
い
て

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
連
携
活
動
に
つ
い
て

救
急
フ
ェ
ア
開
催
！

近
年
、救
急
車
の
適
正
利
用

に
つ
い
て
は
、新
聞
記
事
等
で

も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、有
料
化
の
是
非
を
問
う
内

容
も
多
く
耳
に
し
ま
す
。

総
務
省
消
防
庁
か
ら
発
表

さ
れ
た
、「
平
成
26
年
版
全
国

救
急
業
務
の
実
施
状
況
等
に
つ

い
て
」で
は
、救
急
出
動
件
数
及

び
搬
送
人
員
と
も
に
過
去
最

多
を
更
新
し
て
お
り
、救
急
自

動
車
は
約
5.3
秒
に
１
回
の
割
合

で
出
動
、国
民
の
約
24
人
に
１

人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
、現
場
到
着
時
間
は

119
番
通
報
の
受
信
か
ら
現
場

到
着
ま
で
、全
国
平
均
で
8.5
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、消
防

組
合
発
行
の「
平
成
27
年
版
消

防
年
報
」で
は
、救
急
自
動
車

の
出
動
件
数
は
１
１
，５
９
５

件
で
、前
年
と
比
べ
44
件
減
少

し
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
増

加
傾
向
に
あ
り
、約
45
分
に
１

回
の
割
合
で
出
動
、佐
倉
市
、八

街
市
、酒
々
井
町
の
住
民
全
体

（
約
27
万
人
）の
う
ち
、26
人
に

１
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
救
急
要
請
が
増

加
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と
し

て
、症
状
の
軽
い
方
や
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
要
請

す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限

り
あ
る
資
源
で
す
。上
手
に
利

用
し
、安
心
し
て
救
急
医
療
を

利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

判
断
の
つ
か
な
い
症
状（
突

然
の
し
び
れ
な
ど
、激
し
い
痛

み
・
広
範
囲
の
や
け
ど
・
意
識

が
な
い・
交
通
事
故
等
は
た
め

ら
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
救
急
要
請
さ
れ
た
方
へ

救
急
車
が
現
場
に
到
着
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
病
院
へ

搬
送
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
正
確
な
情
報
や
持
ち
物
を

用
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、少

し
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
も
の

・保
険
証
や
診
察
券

・靴・普
段
飲
ん
で
い
る
薬

・お
薬
手
帳

・お
金

（
乳
幼
児
の
場
合
）

・母
子
健
康
手
帳

・紙
お
む
つ

・哺
乳
瓶

・タ
オ
ル

○
救
急
隊
に
伝
え
る
こ
と

・
事
故
や
具
合
が
悪
く
な
っ

た
状
況

・
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
変
化

・行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

・具
合
の
悪
い
方
の
情
報（
持

病
、か
か
り
つ
け
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
、普
段
飲
ん
で
い

る
薬
）

ま
た
、こ
れ
ら
の
用
意
が

あ
っ
て
も
病
院
の
受
け
入
れ
状

況
に
よ
っ
て
は
搬
送
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

千
葉
県
で
は
現
在
、日
本

医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

と
君
津
中
央
病
院
を
基
地

と
し
て
、２
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
運
航
し
て
い
ま
す
。　

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、救

急
専
用
の
医
療
機
器
等
を

装
備
し
、救
命
セ
ン
タ
ー
等

に
常
駐
す
る
医
師
及
び
看

護
師
が
同
乗
す
る
も
の
で
、

救
急
隊
と
連
携
し
て
生
命
の

危
機
が
切
迫
し
て
い
る
重
症

患
者
に
速
や
か
な
救
命
処

置
と
搬
送
を
行
う
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
す
。

日
本
医
科
大
学
千
葉
北

総
病
院
で
運
航
し
て
い
る
北

総
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
、平

成
27
年
４
月
に
延
べ一
万
回

の
出
動
を
超
え
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
も
平
成
13

年
の
運
航
開
始
か
ら
二
千

件
以
上
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

連
携
事
案
が
あ
り
、ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
出
場
し
た
救

急
隊
や
119
番
通
報
を
受
け

た
指
令
セ
ン
タ
ー
職
員
の

判
断
で
要
請
さ
れ
、迅
速
な

救
急
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
公
共
の

公
園
、小
学
校
の
校
庭
な
ど

に
離
着
陸
し
ま
す
。付
近
の

住
民
の
皆
様
に
は
、騒
音
や

砂
埃
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

救
命
の
た
め
、ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《酒々井消防署  高規格救急車》

徳
光 

豊 

さ
ん

廣
瀬 

俊
哉 

さ
ん

《ドクターヘリ連携活動》

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
9,960

9,239

10,819
9,953

11,051
10,064

11,639
10,443

11,595
10,416

組合管内の救急活動の推移（過去５年間） 出場件数 搬送人数

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
第
４０
回
消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会
に
て
救
助
隊
員

大
活
躍
！

♪
千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
♪

千
葉
県
大
会
入
賞
者

酒
々
井
消
防
署
庁
舎
耐
震
改
修
及
び
増
改
築
工
事
竣
工

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
26
年
12
月
19
日
、佐
倉

市
本
町
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

徳
光　
豊 

さ
ん

（
佐
倉
市
本
町
在
住
）

★
消
防
協
力
者
表
彰

志
津
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
27
年
２
月
14
日
、佐
倉

市
上
志
津
で
発
生
し
た
建
物
火

災
に
お
け
る
人
命
救
助
】

廣
瀬 

俊
哉 

さ
ん

（
佐
倉
市
上
志
津
在
住
）

と
く
み
つ  

ゆ
た
か

ひ
ろ
せ   

と
し
や

◆
佐
倉
市
議
会
議
員

【
就
任
】平
成
27
年
５
月
20
日

　
久
野 

妙
子 

議
員

　
小
須
田 

稔 

議
員

　
中
村 

孝
治 

議
員

【
退
任
】平
成
27
年
４
月
29
日

　
柏
木 

惠
子 

議
員

　
望
月 

清
義 

議
員

　
桐
生 

政
広 

議
員

◆
酒
々
井
町
議
会
議
員

【
就
任
】平
成
27
年
５
月
８
日

　
越
川 

廣
司 

議
員

　
小
早
稲 

賢
一 

議
員

【
退
任
】平
成
27
年
４
月
29
日

　
平
澤 

昭
敏 

議
員

　
越
川 

廣
司 

議
員

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

く 

の 

た
え
こ

こ 

す 

だ 

み
の
る

な
か
む
ら 

こ
う
じ

か
し
わ
ぎ 

け
い
こ

も
ち
づ
き 

せ
い
き

き
り
ゅ
う 

ま
さ
ひ
ろ

こ
し
か
わ 

ひ
ろ
じ

こ 

は 

せ 

け
ん
い
ち

ひ
ら
さ
わ 

あ
き
と
し

こ
し
か
わ 

ひ
ろ
じ

小松隊員  　石川隊員 　  高森隊員  　海後隊員

管 理 者
議 会
監 査 委 員
合 計

個人情報保護制度

＊ 請求された公文書の主な内容…火災調査書類及び救急に関する文書など
＊ 情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし
＊ 口頭による開示請求…なし

■ 自己情報の開示請求件数と処理状況

公文書件数請求件数

55 
開示 一部開示 不開示 不存在 取下げ

決　定　内　容　な　ど

 1 4 0 0 0

（件）

（件）

（
平
成
27
年
版
消
防
年
報
よ
り
）

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

表1 表4



指
揮
隊
は
、平
成
４

年
４
月
１
日
に
消
防
本

部
警
防
課
に
発
足
し
ま

し
た
が
、災
害
活
動
の
組

織
的
及
び
効
果
的
な
指

揮
が
行
え
る
体
制
を
構

築
し
、現
場
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、消

防
本
部
の
機
構
改
革
に

伴
い
、平
成
２４
年
４
月
１

日
に
消
防
本
部
指
揮
指

令
課
へ
再
配
置
さ
れ
ま

し
た
。

指
揮
隊
の
任
務
は
、

災
害
現
場
に
現
場
指
揮

本
部
を
設
置
し
、ケ
ガ
を

し
た
人
数
や
、建
物
の
大

き
さ
、危
険
物
の
有
無
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、

活
動
す
る
消
防
隊
、救

助
隊
、救
急
隊
に
伝
え
、

現
場
活
動
の
統
括
、部

隊
の
円
滑
な
運
用
と
安

全
管
理
を
任
務
と
し
て

い
ま
す
の
で
、万
が
一
災

害
現
場
の
関
係
者
に

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

3 2

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

●
適
マ
ー
ク
と
は
？

防
火
基
準
適
合
表
示
制
度

（
適
マ
ー
ク
制
度
）は
、防
火
安

全
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
た

宿
泊
施
設
で
あ
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
、安
全・安
心
な
防
火
安

全
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
た

宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
適
マ
ー
ク
を
申
請
で
き
る

施
設
は
？

収
容
人
員
が
３０
人
以
上
で
、

地
階
を
除
く
階
数
が
３
階
以

上
の
宿
泊
施
設
が
任
意
で
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
適
マ
ー
ク
が
あ
る
と

ど
う
な
る
の
？

適
マ
ー
ク
は
任
意
の
申
請
に

よ
り
ま
す
の
で
、強
制
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、消
防
機
関
が
審
査

し
た
結
果
、消
防
法
令
の
ほ
か
、

重
要
な
建
築
構
造
等
に
関
す

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
施
設
に
対
し
て
適

マ
ー
ク
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

よ
り
安
心
し
て
宿
泊
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
合
管
内
で
は
平
成
２７
年

４
月
１４
日
付
け
で
ウ
ィ
シ
ュ
ト

ン
ホ
テ
ル・ユ
ー
カ
リ
に
初
め
て

交
付
し
ま
し
た
。

（
１
月
〜
６
月
末
日
）

平
成
27
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
44
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
25
件
減
少
し

て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と
の
火

災
発
生
件
数
は
、建
物
火
災
が

24
件
、林
野
火
災
が
４
件
、車
両

火
災
が
５
件
、そ
の
他
火
災
が
11

件
で
す
。

建
物
火
災
を
主
な
出
火
原
因

別
で
み
る
と
、一
番
多
い
の
が「
放

火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」に
よ

り
発
生
し
た
火
災
で
７
件
、次
い

で「
こ
ん
ろ
」が
５
件
と
な
っ
て
お

り
、「
ラ
イ
タ
ー（
マ
ッ
チ
を
含
む
）

」及
び「
ス
ト
ー
ブ
」の
原
因
に
よ

る
火
災
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
５
，９
２
３

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
256
件
の

増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
３
，６
９
０
件
で

202
件
の
増
加
、八
街
市
が
１
，７

６
６
件
で
51
件
の
増
加
、酒
々
井

町
が
467
件
で
３
件
の
増
加
で
す
。

主
な
事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最
も
多
く
３
，７
７
１
件
、次

い
で「
一
般
負
傷
」774
件
、｢

交
通

事
故｣

が
602
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
67
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
１３
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
37
件
、八
街
市
が
23

件
、酒
々
井
町
が
７
件
で
す
。
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1月 2月 3月 4月 5月 6月

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

のできる街」
「みんなでつくろう

（その場に居合わせた人による心肺蘇生）

《佐倉市立井野中学校》

《酒々井町立大室台小学校》

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー（Bystander

）と

は
、発
見
者
、同
伴
者
な
ど
救
急
現
場

に
居
合
わ
せ
た
人
の
こ
と
を
い
い
、119

番
通
報
か
ら
救
急
車
の
到
着
ま
で
に
、

心
肺
蘇
生
法（
CPR
と
い
い
ま
す
。）、応

急
手
当
の
有
無
が
、救
命
率
を
大
き

く
左
右
し
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、そ
ん
な「Bystander 

CPR

の
で
き
る
街
」を
目
指
し
、佐
倉

市
、八
街
市
、酒
々
井
町
の
組
合
管
内

各
地
で
救
命
講
習
・
救
急
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
佐
倉
市

志
津
消
防
署
で
は
、５
月
に
佐
倉

市
立
井
野
中
学
校
２
年
生
125
名
に
対

し
て
職
員
延
べ
16
名
を
派
遣
し
、４
日

間
に
わ
た
り
救
急
講
習
を
実
施
し
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
、心
肺
蘇
生
法
、
AED
の
取
り
扱
い
と
命
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

佐
倉
市
立
井
野
中
学
校
で

は
、平
成
２３
年
か
ら
延
べ
598
名

の
生
徒
に
対
し
救
急
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
八
街
市

八
街
消
防
署
で
は
、６
月
に

八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
体
育

館
で
、消
防
団
員
35
名
に
対
し

て
職
員
４
名
を
派
遣
し
、普
通

救
命
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、地
域
を
守
る
た

め
真
剣
に
心
肺
蘇
生
法
及
び
AED

の
取
り
扱
い
方
法
を
習
得
し
ま

し
た
。

◆
酒
々
井
町

酒
々
井
消
防
署
で
は
、６
月

に
酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校

の
教
職
員
３２
名
に
対
し
て
職
員

３
名
を
派
遣
し
救
急
講
習
を
実

施
し
ま
し
た
。児
童
を
預
か
る

教
職
員
の
方
は
熱
心
に
講
習
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
今
後
も
救
命

講
習
等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
、い
ざ
と
い
う
時
に
身
近
な

人
を
救
う
た
め
、ぜ
ひ
受
講
し

ま
し
ょ
う
。

■
救
命・救
急
講
習
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
４
８

佐
倉
消
防
署

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
１
０
６

志
津
消
防
署

☎
０
４
３（
４
８
７
）０
１
１
９

八
街
消
防
署

☎
０
４
３（
４
４
０
）０
１
１
９

酒
々
井
消
防
署

☎
０
４
３（
４
９
７
）０
１
１
９

適
マ
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
〜
防
火
基
準
適
合
表
示
制
度
〜

催
し
を
開
催
す
る
方
へ

　
　
　
　
大
規
模
な
催
し
に
は
届
出
が
必
要
で
す

自
然
災
害
に
備
え
よ
う！

《
交
付
式
の
様
子
》

《
適
マ
ー
ク
》

消
防
本
部
で
は
、祭
礼
、縁

日
、花
火
大
会
、展
示
会
そ
の

他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催

し
の
う
ち
大
規
模
な
催
し
を

「
指
定
催
し
」と
し
て
指
定
し
、

計
画
の
作
成
と
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
大
規
模
な
催
し
と
は
？

「
１
日
あ
た
り
１０
万
人
以
上

の
人
出
が
予
想
さ
れ
、露
店
等

の
計
画
数
が
１００
店
舗
を
超
え
る

も
の
又
は
消
防
長
が
火
災
予
防

上
必
要
と
認
め
る
も
の
」が
該

当
し
、こ
の
催
し
の
主
催
者
は

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に

関
す
る
計
画
を
作
成
し
消
防

長
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、計

画
に
基
づ
く
業
務
を
行
わ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
罰
則
が
あ
り
ま
す
！

指
定
催
し
の
指
定
を
受
け
た

催
し
の
主
催
者
は
、開
催
す
る

14
日
前
ま
で
に
計
画
書
の
提
出

が
な
か
っ
た
場
合
は
、30
万
円

以
下
の
罰
金
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
組
合
公
式

HP
ま
た
は
消
防
本
部
予
防
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL

http://w
w
w
.119-sys.jp/

近
年
、全
国
各
地
で
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪

雨
、ま
た
、そ
れ
に
伴
う
大
規
模

な
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
家
屋
が

倒
壊
す
る
、ま
た
多
く
の
方
が
亡

く
な
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

梅
雨
か
ら
秋
に
か
け
て
風
水

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
時
期

は
、地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し
、被

害
の
防
止
、軽
減
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
本
年
も
、高
崎

川
南
街
区
公
園
一
帯
を
会
場
と

し
、平
成
27
年
度
佐
倉
市
水
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
、佐
倉
消
防

署
か
ら
は
、平
成
26
年
度
配
置

さ
れ
た
最
新
型
の
屈
折
は
し
ご

車
や
、平
成
27
年
２
月
に
発
隊

し
た
高
度
救
助
隊
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
の
訓
練
は
、連
日
の
豪
雨

に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
し
、河

川
付
近
の
家
屋
が
倒
壊
、１
名
が

家
屋
内
に
取
り
残
さ
れ
、２
名
が

河
川
に
流
さ
れ
た
と
の
想
定
で

訓
練
が
行
わ
れ
、高
度
救
助
隊
員

に
よ
る
倒
壊
家
屋
内
の
要
救
助

者
の
検
索
と
救
出
、水
難
隊
に
よ

る
河
川
内
の
要
救
助
者
の
救
出
、

ま
た
、救
急
隊
に
よ
る
救
命
処
置

な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

佐
倉
市
で
は
、平
成
25
年
10

月
に
発
生
し
た
台
風
26
号
に
よ

り
、床
上
浸
水
29
棟
、床
下
浸
水

97
棟
、土
砂
崩
れ
46
ヵ
所
な
ど

多
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。ま
た
、平
成
26
年
８
月
20

日
、広
島
市
で
は
局
地
的
な
短

時
間
大
雨
に
よ
っ
て
、大
規
模
な

土
石
流
が
発
生
し
、74
人
も
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。　　

台
風
や
予
測
が
難
し
い
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
被
害
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、各
家
庭
で
も
お

住
ま
い
の
地
域
の
市
役
所
、町
役

場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
を
活
用
し
、も
し
も
の
と

き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど

の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
、家
族
や
知
人
と
の
安
否

確
認
や
避
難
先
の
連
絡
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、

毎
月
１
日
と
15
日
な
ど
に
体
験

利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
家
族
や
知
人
と
の
安
否
確

認
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〜
災
害
時
の
安
否
確
認
方
法
〜

災
害
発
生
時
に
は
災
害
用

　
　
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を

な
っ
た
方
は
、現
場
の
情

報
を
指
揮
隊
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

確
認
し
て
お
こ
う

被
災
地
の
方
が「
171
」の
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、自
宅
の
電

話
番
号
あ
て
に
音
声
に
よ
る
安

否
情
報
を
録
音
す
る
こ
と
が
で

き
、電
話
番
号
を
知
っ
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、全
国
か
ら
再
生
が
で

き
ま
す
。

一
般
電
話
、公
衆
電
話
、携
帯

電
話
、PHS
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

①「
171
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
ガ
イ

ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ
ま
す
）。

②
録
音
す
る
に
は「
１
」を
ダ
イ

ヤ
ル
。

③
自
宅
の
市
外
局
番
か
ら
の
電

話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、ガ
イ

ダ
ン
ス
に
従
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
録
音
し
ま
す
。

携
帯
電
話
、PHS
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（171）

伝
言
の
登
録
方
法

①
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら 

災
害
用
伝
言
板 

を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」の
中
の

 

登
録 

を
選
択
。

③
次
の
４
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
該

当
す
る
も
の
に
　 

チ
ェ
ッ
ク
。

□
無
事
で
す
。□
被
害
が
あ
り

ま
す
。□
自
宅
に
い
ま
す
。□

避
難
所
に
い
ま
す
。

④
任
意
の
コ
メ
ン
ト
を
入
力（
100

文
字
以
内
）し 

登
録 

を
押
す
。

（
コ
メ
ン
ト
の
例
）：
今
、家
族
全

員
で
○
○
小
学
校
に
い
ま
す
。

伝
言
の
登
録
方
法

①
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら 

災
害
用
伝
言
板 

を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」の
中
の

 

確
認 

を
選
択
。

③
安
否
情
報
を
確
認
し
た
い
人

の
携
帯
電
話
・
PHS
の
番
号
を

入
れ
、 

検
索 

を
押
す
。

④
伝
言
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
、

一
覧
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、確

認
し
た
い
安
否
情
報
を
選
択
。

伝
言
の
再
生
方
法

①「
171
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
ガ
イ

ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ
ま
す
）。

②
再
生
す
る
に
は「
２
」を
ダ
イ

ヤ
ル
。

③
安
否
を
確
認
し
た
い
相
手
の

市
外
局
番
か
ら
の
電
話
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
再
生
し
ま
す
。

伝
言
の
再
生
方
法

携
帯
電
話
・
PHS
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
使
い
、自
身

の
安
否
情
報
を
文
字
で
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
、電
話
番
号
を
も

と
に
全
国
の
携
帯
電
話・PHS
か
ら

登
録
さ
れ
た
安
否
情
報
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
板

指
揮
隊
の
仕
事
っ
て
？

《はしご車を使用しての救助訓練》

《訓練終了後、梯上放水のデモンストレーション》

1月 2月 3月 4月 5月 6月

中面 中面



指
揮
隊
は
、平
成
４

年
４
月
１
日
に
消
防
本

部
警
防
課
に
発
足
し
ま

し
た
が
、災
害
活
動
の
組

織
的
及
び
効
果
的
な
指

揮
が
行
え
る
体
制
を
構

築
し
、現
場
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、消

防
本
部
の
機
構
改
革
に

伴
い
、平
成
２４
年
４
月
１

日
に
消
防
本
部
指
揮
指

令
課
へ
再
配
置
さ
れ
ま

し
た
。

指
揮
隊
の
任
務
は
、

災
害
現
場
に
現
場
指
揮

本
部
を
設
置
し
、ケ
ガ
を

し
た
人
数
や
、建
物
の
大

き
さ
、危
険
物
の
有
無
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、

活
動
す
る
消
防
隊
、救

助
隊
、救
急
隊
に
伝
え
、

現
場
活
動
の
統
括
、部

隊
の
円
滑
な
運
用
と
安

全
管
理
を
任
務
と
し
て

い
ま
す
の
で
、万
が
一
災

害
現
場
の
関
係
者
に

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

3 2

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

●
適
マ
ー
ク
と
は
？

防
火
基
準
適
合
表
示
制
度

（
適
マ
ー
ク
制
度
）は
、防
火
安

全
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
た

宿
泊
施
設
で
あ
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
、安
全・安
心
な
防
火
安

全
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
た

宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
適
マ
ー
ク
を
申
請
で
き
る

施
設
は
？

収
容
人
員
が
３０
人
以
上
で
、

地
階
を
除
く
階
数
が
３
階
以

上
の
宿
泊
施
設
が
任
意
で
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
適
マ
ー
ク
が
あ
る
と

ど
う
な
る
の
？

適
マ
ー
ク
は
任
意
の
申
請
に

よ
り
ま
す
の
で
、強
制
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、消
防
機
関
が
審
査

し
た
結
果
、消
防
法
令
の
ほ
か
、

重
要
な
建
築
構
造
等
に
関
す

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
施
設
に
対
し
て
適

マ
ー
ク
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

よ
り
安
心
し
て
宿
泊
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
合
管
内
で
は
平
成
２７
年

４
月
１４
日
付
け
で
ウ
ィ
シ
ュ
ト

ン
ホ
テ
ル・ユ
ー
カ
リ
に
初
め
て

交
付
し
ま
し
た
。

（
１
月
〜
６
月
末
日
）

平
成
27
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
44
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
25
件
減
少
し

て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と
の
火

災
発
生
件
数
は
、建
物
火
災
が

24
件
、林
野
火
災
が
４
件
、車
両

火
災
が
５
件
、そ
の
他
火
災
が
11

件
で
す
。

建
物
火
災
を
主
な
出
火
原
因

別
で
み
る
と
、一
番
多
い
の
が「
放

火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」に
よ

り
発
生
し
た
火
災
で
７
件
、次
い

で「
こ
ん
ろ
」が
５
件
と
な
っ
て
お

り
、「
ラ
イ
タ
ー（
マ
ッ
チ
を
含
む
）

」及
び「
ス
ト
ー
ブ
」の
原
因
に
よ

る
火
災
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
５
，９
２
３

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
256
件
の

増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
３
，６
９
０
件
で

202
件
の
増
加
、八
街
市
が
１
，７

６
６
件
で
51
件
の
増
加
、酒
々
井

町
が
467
件
で
３
件
の
増
加
で
す
。

主
な
事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最
も
多
く
３
，７
７
１
件
、次

い
で「
一
般
負
傷
」774
件
、｢

交
通

事
故｣

が
602
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
67
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
１３
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
37
件
、八
街
市
が
23

件
、酒
々
井
町
が
７
件
で
す
。
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1月 2月 3月 4月 5月 6月

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

のできる街」
「みんなでつくろう

（その場に居合わせた人による心肺蘇生）

《佐倉市立井野中学校》

《酒々井町立大室台小学校》

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー（Bystander

）と

は
、発
見
者
、同
伴
者
な
ど
救
急
現
場

に
居
合
わ
せ
た
人
の
こ
と
を
い
い
、119

番
通
報
か
ら
救
急
車
の
到
着
ま
で
に
、

心
肺
蘇
生
法（
CPR
と
い
い
ま
す
。）、応

急
手
当
の
有
無
が
、救
命
率
を
大
き

く
左
右
し
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、そ
ん
な「Bystander 

CPR

の
で
き
る
街
」を
目
指
し
、佐
倉

市
、八
街
市
、酒
々
井
町
の
組
合
管
内

各
地
で
救
命
講
習
・
救
急
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
佐
倉
市

志
津
消
防
署
で
は
、５
月
に
佐
倉

市
立
井
野
中
学
校
２
年
生
125
名
に
対

し
て
職
員
延
べ
16
名
を
派
遣
し
、４
日

間
に
わ
た
り
救
急
講
習
を
実
施
し
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
、心
肺
蘇
生
法
、
AED
の
取
り
扱
い
と
命
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

佐
倉
市
立
井
野
中
学
校
で

は
、平
成
２３
年
か
ら
延
べ
598
名

の
生
徒
に
対
し
救
急
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
八
街
市

八
街
消
防
署
で
は
、６
月
に

八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
体
育

館
で
、消
防
団
員
35
名
に
対
し

て
職
員
４
名
を
派
遣
し
、普
通

救
命
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、地
域
を
守
る
た

め
真
剣
に
心
肺
蘇
生
法
及
び
AED

の
取
り
扱
い
方
法
を
習
得
し
ま

し
た
。

◆
酒
々
井
町

酒
々
井
消
防
署
で
は
、６
月

に
酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校

の
教
職
員
３２
名
に
対
し
て
職
員

３
名
を
派
遣
し
救
急
講
習
を
実

施
し
ま
し
た
。児
童
を
預
か
る

教
職
員
の
方
は
熱
心
に
講
習
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
今
後
も
救
命

講
習
等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
、い
ざ
と
い
う
時
に
身
近
な

人
を
救
う
た
め
、ぜ
ひ
受
講
し

ま
し
ょ
う
。

■
救
命・救
急
講
習
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
４
８

佐
倉
消
防
署

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
１
０
６

志
津
消
防
署

☎
０
４
３（
４
８
７
）０
１
１
９

八
街
消
防
署

☎
０
４
３（
４
４
０
）０
１
１
９

酒
々
井
消
防
署

☎
０
４
３（
４
９
７
）０
１
１
９

適
マ
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
〜
防
火
基
準
適
合
表
示
制
度
〜

催
し
を
開
催
す
る
方
へ

　
　
　
　
大
規
模
な
催
し
に
は
届
出
が
必
要
で
す

自
然
災
害
に
備
え
よ
う！

《
交
付
式
の
様
子
》

《
適
マ
ー
ク
》

消
防
本
部
で
は
、祭
礼
、縁

日
、花
火
大
会
、展
示
会
そ
の

他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催

し
の
う
ち
大
規
模
な
催
し
を

「
指
定
催
し
」と
し
て
指
定
し
、

計
画
の
作
成
と
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
大
規
模
な
催
し
と
は
？

「
１
日
あ
た
り
１０
万
人
以
上

の
人
出
が
予
想
さ
れ
、露
店
等

の
計
画
数
が
１００
店
舗
を
超
え
る

も
の
又
は
消
防
長
が
火
災
予
防

上
必
要
と
認
め
る
も
の
」が
該

当
し
、こ
の
催
し
の
主
催
者
は

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に

関
す
る
計
画
を
作
成
し
消
防

長
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、計

画
に
基
づ
く
業
務
を
行
わ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
罰
則
が
あ
り
ま
す
！

指
定
催
し
の
指
定
を
受
け
た

催
し
の
主
催
者
は
、開
催
す
る

14
日
前
ま
で
に
計
画
書
の
提
出

が
な
か
っ
た
場
合
は
、30
万
円

以
下
の
罰
金
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
組
合
公
式

HP
ま
た
は
消
防
本
部
予
防
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL

http://w
w
w
.119-sys.jp/

近
年
、全
国
各
地
で
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪

雨
、ま
た
、そ
れ
に
伴
う
大
規
模

な
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
家
屋
が

倒
壊
す
る
、ま
た
多
く
の
方
が
亡

く
な
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

梅
雨
か
ら
秋
に
か
け
て
風
水

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
時
期

は
、地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し
、被

害
の
防
止
、軽
減
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
本
年
も
、高
崎

川
南
街
区
公
園
一
帯
を
会
場
と

し
、平
成
27
年
度
佐
倉
市
水
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
、佐
倉
消
防

署
か
ら
は
、平
成
26
年
度
配
置

さ
れ
た
最
新
型
の
屈
折
は
し
ご

車
や
、平
成
27
年
２
月
に
発
隊

し
た
高
度
救
助
隊
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
の
訓
練
は
、連
日
の
豪
雨

に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
し
、河

川
付
近
の
家
屋
が
倒
壊
、１
名
が

家
屋
内
に
取
り
残
さ
れ
、２
名
が

河
川
に
流
さ
れ
た
と
の
想
定
で

訓
練
が
行
わ
れ
、高
度
救
助
隊
員

に
よ
る
倒
壊
家
屋
内
の
要
救
助

者
の
検
索
と
救
出
、水
難
隊
に
よ

る
河
川
内
の
要
救
助
者
の
救
出
、

ま
た
、救
急
隊
に
よ
る
救
命
処
置

な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

佐
倉
市
で
は
、平
成
25
年
10

月
に
発
生
し
た
台
風
26
号
に
よ

り
、床
上
浸
水
29
棟
、床
下
浸
水

97
棟
、土
砂
崩
れ
46
ヵ
所
な
ど

多
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。ま
た
、平
成
26
年
８
月
20

日
、広
島
市
で
は
局
地
的
な
短

時
間
大
雨
に
よ
っ
て
、大
規
模
な

土
石
流
が
発
生
し
、74
人
も
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。　　

台
風
や
予
測
が
難
し
い
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
被
害
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、各
家
庭
で
も
お

住
ま
い
の
地
域
の
市
役
所
、町
役

場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
を
活
用
し
、も
し
も
の
と

き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど

の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
、家
族
や
知
人
と
の
安
否

確
認
や
避
難
先
の
連
絡
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、

毎
月
１
日
と
15
日
な
ど
に
体
験

利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
家
族
や
知
人
と
の
安
否
確

認
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〜
災
害
時
の
安
否
確
認
方
法
〜

災
害
発
生
時
に
は
災
害
用

　
　
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を

な
っ
た
方
は
、現
場
の
情

報
を
指
揮
隊
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

確
認
し
て
お
こ
う

被
災
地
の
方
が「
171
」の
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、自
宅
の
電

話
番
号
あ
て
に
音
声
に
よ
る
安

否
情
報
を
録
音
す
る
こ
と
が
で

き
、電
話
番
号
を
知
っ
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、全
国
か
ら
再
生
が
で

き
ま
す
。

一
般
電
話
、公
衆
電
話
、携
帯

電
話
、PHS
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

①「
171
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
ガ
イ

ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ
ま
す
）。

②
録
音
す
る
に
は「
１
」を
ダ
イ

ヤ
ル
。

③
自
宅
の
市
外
局
番
か
ら
の
電

話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、ガ
イ

ダ
ン
ス
に
従
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
録
音
し
ま
す
。

携
帯
電
話
、PHS
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（171）

伝
言
の
登
録
方
法

①
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら 

災
害
用
伝
言
板 

を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」の
中
の

 

登
録 

を
選
択
。

③
次
の
４
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
該

当
す
る
も
の
に
　 

チ
ェ
ッ
ク
。

□
無
事
で
す
。□
被
害
が
あ
り

ま
す
。□
自
宅
に
い
ま
す
。□

避
難
所
に
い
ま
す
。

④
任
意
の
コ
メ
ン
ト
を
入
力（
100

文
字
以
内
）し 

登
録 

を
押
す
。

（
コ
メ
ン
ト
の
例
）：
今
、家
族
全

員
で
○
○
小
学
校
に
い
ま
す
。

伝
言
の
登
録
方
法

①
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら 

災
害
用
伝
言
板 

を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」の
中
の

 

確
認 

を
選
択
。

③
安
否
情
報
を
確
認
し
た
い
人

の
携
帯
電
話
・
PHS
の
番
号
を

入
れ
、 

検
索 

を
押
す
。

④
伝
言
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
、

一
覧
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、確

認
し
た
い
安
否
情
報
を
選
択
。

伝
言
の
再
生
方
法

①「
171
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
ガ
イ

ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ
ま
す
）。

②
再
生
す
る
に
は「
２
」を
ダ
イ

ヤ
ル
。

③
安
否
を
確
認
し
た
い
相
手
の

市
外
局
番
か
ら
の
電
話
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
再
生
し
ま
す
。

伝
言
の
再
生
方
法

携
帯
電
話
・
PHS
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
使
い
、自
身

の
安
否
情
報
を
文
字
で
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
、電
話
番
号
を
も

と
に
全
国
の
携
帯
電
話・PHS
か
ら

登
録
さ
れ
た
安
否
情
報
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
板

指
揮
隊
の
仕
事
っ
て
？

《はしご車を使用しての救助訓練》

《訓練終了後、梯上放水のデモンストレーション》

1月 2月 3月 4月 5月 6月

中面 中面



・救
急
車
適
正
利
用
の
広
報
活
動

・応
急
手
当
の
実
技
指
導

・救
急
車
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

・消
防
音
楽
隊
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・チ
ー
バ
く
ん
と
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん

が
出
演
し
ま
す
！

 

日 

時  

９
月
５
日（
土
）11
時
〜
13
時

 

場 

所  

ベ
イ
シ
ア
佐
倉
店

消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

み
ん
な
で
つ
く
ろ
うBystanderC

PR

の

で
き
る
街
／
適
マ
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
／

催
し
を
開
催
す
る
方
へ…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

自
然
災
害
に
備
え
よ
う
／
指
揮
隊
の
仕
事
っ
て
／

確
認
し
て
お
こ
う
／
災
害
発
生
状
況…

…
…
…
…
…
…
…

３

消
防
協
力
者
表
彰
／
組
合
議
会
議
員
改
選
／
救
助
大
会
／

酒
々
井
消
防
署
庁
舎
改
修
竣
工
／

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
／

音
楽
隊
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４

「
１１９
番
回
線
」は
、火
災
や
交

通
事
故
等
の
ケ
ガ
や
、急
病
な

ど
緊
急
時
の
た
め
の｢

緊
急
専

用
回
線｣

に
な
り
ま
す
の
で
、緊

急
時
以
外
の
病
院
照
会
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

消
防
組
合
で
は
、管
内
及
び

近
隣
の
受
診
が
可
能
と
思
わ
れ

る
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
が
、受
け
入
れ
状

況
が
急
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、直
接
医
療
機
関
に

連
絡
し
確
認
の
う
え
、受
診
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
病
院
照
会
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
指
揮
指
令
課

０
４
３（
４
８
１
）１
１
６
０

平
成
27
年
６
月
２
日（
火
）、

千
葉
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、

第
４０
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

大
会
は
県
内
消
防
本
部（
３０
消

防
本
部
184
チ
ー
ム
554
名
）の
救

助
隊
員
が
一
堂
に
集
い
、救
助
技

術
の
安
全
性・確
実
性・迅
速
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、７
種
目
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。当
消
防
組
合
か
ら
も
５
種

目
２７
名
の
隊
員
が
出
場
し
、日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
好

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

２
人
１
組
で
、登
は
ん
者
が

地
上
高
１５
メ
ー
ト
ル
の
到
達
地

点
ま
で
、器
具
を
使
わ
ず
に
補

助
者
の
協
力
を
得
て
ロ
ー
プ
の

み
で
登
り
、安
全
確
実
性
と
タ
イ

ム
を
評
価
し
ま
す
。

第
２
位

小
松
政
明　
石
川
瑛
一

第
４
位

高
森
康
寿　
海
後
和
也

千
葉
県
の
消
防
音
楽
隊

が
一
堂
に
集
い
、演
奏
を
行

う
千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

消
防
組
合
音
楽
隊
は
、八

千
代
市
消
防
本
部
、成
田
市

消
防
本
部
と
と
も
に
演
奏

し
ま
す
。

昨
年
は
八
千
代
市
民
会

館
で
行
わ
れ
、約
１
，３
０

０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
市
川
市
で
音
楽

隊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

〈
日
時
〉

平
成
27
年
10
月
24
日（
土
）

12
時
15
分 

開
場

12
時
45
分 

開
演

〈
場
所
〉

市
川
市
文
化
会
館

（
市
川
市
大
和
田
１-

１-

５
）

入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

平
成
26
年
７
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
し
た
酒
々
井
消
防
署
庁
舎

耐
震
改
修
及
び
増
改
築
工
事
が

竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、ご
不
便
、ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

今
後
も
、地
域
住
民
の
安
心・

安
全
を
第
一
に
考
え
、防
災
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
十
分
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

救急車適正利用のお願い
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1

消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

このページの救助隊のしゃしんのところにいるよ！わかったかな?

平成２６年度情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況
情報公開制度

＊ 請求された公文書の主な内容…防火対象物、危険物施設、火災調査書類及び救急に関する文書など
＊ 情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況

請求件数実施機関名

18
0
0
18

公文書件数
全部開示 部分開示 不開示

（不存在など） 却下 取下げ

決　定　内　容　な　ど

18
0
0
 18 

2
0
0
2 

16
0
0
16 

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

増
え
続
け
る
救
急
需
要

救
急
車
を
上
手
に
使
お
う

病
院
照
会
に
つ
い
て

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
連
携
活
動
に
つ
い
て

救
急
フ
ェ
ア
開
催
！

近
年
、救
急
車
の
適
正
利
用

に
つ
い
て
は
、新
聞
記
事
等
で

も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、有
料
化
の
是
非
を
問
う
内

容
も
多
く
耳
に
し
ま
す
。

総
務
省
消
防
庁
か
ら
発
表

さ
れ
た
、「
平
成
26
年
版
全
国

救
急
業
務
の
実
施
状
況
等
に
つ

い
て
」で
は
、救
急
出
動
件
数
及

び
搬
送
人
員
と
も
に
過
去
最

多
を
更
新
し
て
お
り
、救
急
自

動
車
は
約
5.3
秒
に
１
回
の
割
合

で
出
動
、国
民
の
約
24
人
に
１

人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
、現
場
到
着
時
間
は

119
番
通
報
の
受
信
か
ら
現
場

到
着
ま
で
、全
国
平
均
で
8.5
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、消
防

組
合
発
行
の「
平
成
27
年
版
消

防
年
報
」で
は
、救
急
自
動
車

の
出
動
件
数
は
１
１
，５
９
５

件
で
、前
年
と
比
べ
44
件
減
少

し
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
増

加
傾
向
に
あ
り
、約
45
分
に
１

回
の
割
合
で
出
動
、佐
倉
市
、八

街
市
、酒
々
井
町
の
住
民
全
体

（
約
27
万
人
）の
う
ち
、26
人
に

１
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
救
急
要
請
が
増

加
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と
し

て
、症
状
の
軽
い
方
や
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
要
請

す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限

り
あ
る
資
源
で
す
。上
手
に
利

用
し
、安
心
し
て
救
急
医
療
を

利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

判
断
の
つ
か
な
い
症
状（
突

然
の
し
び
れ
な
ど
、激
し
い
痛

み
・
広
範
囲
の
や
け
ど
・
意
識

が
な
い・
交
通
事
故
等
は
た
め

ら
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
救
急
要
請
さ
れ
た
方
へ

救
急
車
が
現
場
に
到
着
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
病
院
へ

搬
送
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
正
確
な
情
報
や
持
ち
物
を

用
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、少

し
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
も
の

・保
険
証
や
診
察
券

・靴・普
段
飲
ん
で
い
る
薬

・お
薬
手
帳

・お
金

（
乳
幼
児
の
場
合
）

・母
子
健
康
手
帳

・紙
お
む
つ

・哺
乳
瓶

・タ
オ
ル

○
救
急
隊
に
伝
え
る
こ
と

・
事
故
や
具
合
が
悪
く
な
っ

た
状
況

・
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
変
化

・行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

・具
合
の
悪
い
方
の
情
報（
持

病
、か
か
り
つ
け
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
、普
段
飲
ん
で
い

る
薬
）

ま
た
、こ
れ
ら
の
用
意
が

あ
っ
て
も
病
院
の
受
け
入
れ
状

況
に
よ
っ
て
は
搬
送
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

千
葉
県
で
は
現
在
、日
本

医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

と
君
津
中
央
病
院
を
基
地

と
し
て
、２
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
運
航
し
て
い
ま
す
。　

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、救

急
専
用
の
医
療
機
器
等
を

装
備
し
、救
命
セ
ン
タ
ー
等

に
常
駐
す
る
医
師
及
び
看

護
師
が
同
乗
す
る
も
の
で
、

救
急
隊
と
連
携
し
て
生
命
の

危
機
が
切
迫
し
て
い
る
重
症

患
者
に
速
や
か
な
救
命
処

置
と
搬
送
を
行
う
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
す
。

日
本
医
科
大
学
千
葉
北

総
病
院
で
運
航
し
て
い
る
北

総
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
、平

成
27
年
４
月
に
延
べ一
万
回

の
出
動
を
超
え
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
も
平
成
13

年
の
運
航
開
始
か
ら
二
千

件
以
上
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

連
携
事
案
が
あ
り
、ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
出
場
し
た
救

急
隊
や
119
番
通
報
を
受
け

た
指
令
セ
ン
タ
ー
職
員
の

判
断
で
要
請
さ
れ
、迅
速
な

救
急
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
公
共
の

公
園
、小
学
校
の
校
庭
な
ど

に
離
着
陸
し
ま
す
。付
近
の

住
民
の
皆
様
に
は
、騒
音
や

砂
埃
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

救
命
の
た
め
、ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《酒々井消防署  高規格救急車》

徳
光 

豊 

さ
ん

廣
瀬 

俊
哉 

さ
ん

《ドクターヘリ連携活動》

0
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組合管内の救急活動の推移（過去５年間） 出場件数 搬送人数

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
第
４０
回
消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会
に
て
救
助
隊
員

大
活
躍
！

♪
千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
♪

千
葉
県
大
会
入
賞
者

酒
々
井
消
防
署
庁
舎
耐
震
改
修
及
び
増
改
築
工
事
竣
工

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
26
年
12
月
19
日
、佐
倉

市
本
町
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

徳
光　
豊 

さ
ん

（
佐
倉
市
本
町
在
住
）

★
消
防
協
力
者
表
彰

志
津
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
27
年
２
月
14
日
、佐
倉

市
上
志
津
で
発
生
し
た
建
物
火

災
に
お
け
る
人
命
救
助
】

廣
瀬 

俊
哉 

さ
ん

（
佐
倉
市
上
志
津
在
住
）

と
く
み
つ  

ゆ
た
か

ひ
ろ
せ   

と
し
や

◆
佐
倉
市
議
会
議
員

【
就
任
】平
成
27
年
５
月
20
日

　
久
野 

妙
子 

議
員

　
小
須
田 

稔 

議
員

　
中
村 

孝
治 

議
員

【
退
任
】平
成
27
年
４
月
29
日

　
柏
木 

惠
子 

議
員

　
望
月 

清
義 

議
員

　
桐
生 

政
広 

議
員

◆
酒
々
井
町
議
会
議
員

【
就
任
】平
成
27
年
５
月
８
日

　
越
川 

廣
司 

議
員

　
小
早
稲 

賢
一 

議
員

【
退
任
】平
成
27
年
４
月
29
日

　
平
澤 

昭
敏 

議
員

　
越
川 

廣
司 

議
員

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

く 

の 

た
え
こ

こ 

す 

だ 

み
の
る

な
か
む
ら 

こ
う
じ

か
し
わ
ぎ 

け
い
こ

も
ち
づ
き 

せ
い
き

き
り
ゅ
う 

ま
さ
ひ
ろ

こ
し
か
わ 

ひ
ろ
じ

こ 

は 

せ 

け
ん
い
ち

ひ
ら
さ
わ 

あ
き
と
し

こ
し
か
わ 

ひ
ろ
じ

小松隊員  　石川隊員 　  高森隊員  　海後隊員

管 理 者
議 会
監 査 委 員
合 計

個人情報保護制度

＊ 請求された公文書の主な内容…火災調査書類及び救急に関する文書など
＊ 情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし
＊ 口頭による開示請求…なし

■ 自己情報の開示請求件数と処理状況

公文書件数請求件数

55 
開示 一部開示 不開示 不存在 取下げ

決　定　内　容　な　ど

 1 4 0 0 0

（件）

（件）

（
平
成
27
年
版
消
防
年
報
よ
り
）

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

表1 表4


